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１９２０年（大正9年）〔25歳〕

１
９
２
０
年
（
大
正
9
年
）〔
25
歳
〕

「
小
池
政
美
日
誌
」（
北
京
へ
の
路
）

―
―
１
９
２
０
年
５
月
２
日
〜
12
月
24
日
―
―

小
池
政
美

〇〇
１
９
２
０
年
５
月
２
日
（
日
）

夜
、
藤
井
先
生
の
祈
祷
会
に
出
る
。

「
お
父
様
、
日
曜
な
る
ま
ま
に
今
日
も
よ
き
事
を
う
か
が
い
、
よ
き
事
を
見
ま
し
た
に
も
拘
ら
ず
、

又
悪
し
き
事
を
見
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
で
し
た
。
凡
て
が
悪
し
き
に
働
き
相
に
な
る
の
が
悲
し
う

御
座
い
ま
す
。
殊
に
自
分
自
身
は
ク
ロ
ス
（
十
字
架
）
を
い
ざ
背
負
い
ま
す
時
、
実
は
既
に
凡
て

を
キ
リ
ス
ト
が
背
負
っ
て
下
さ
い
ま
し
た
事
に
気
が
つ
き
ま
す
が
、
共
に
悩
む
と
は
い
え
、
年

若
き
人
の
苦
し
む
を
目ま

の
あ
た
り
見
ま
し
て
は
、
唯
々
お
祈
り
す
る
外
に
ど
う
し
て
あ
げ
て
よ

ろ
し
い
か
判
ら
な
く
、
た
だ
涙
の
み
で
御
座
い
ま
す
。
其
の
年
若
き
人
々
も
、
い
ざ
と
い
う
と

き
に
は
人
間
の
側
の
浅
き
信
頼
を
問
題
と
せ
ず
、
大
い
な
る
御
力
の
ま
ま
に
奮
然
と
立
っ
て
悪

魔
を
退
け
て
進
を
見
ま
す
と
き
、
お
祈
り
は
全
く
感
謝
に
変
わ
り
ま
す
。
お
父
様
、
何
時
も
何

時
も
お
願
を
聞
い
て
下
さ
っ
て
有
難
う
御
座
い
ま
す
。
尊
き
御
名
に
於
い
て
こ
の
感
謝
を
う
け

入
れ
給
え
、
ア
ー
メ
ン
。」

美
し
き
空
が
見
た
か
っ
た
。
さ
く
や
の
よ
う
な
星
が
…
…
。

〇〇
１
９
２
０
年
８
月
か
ら
10
月
の
間
の
某
日
（
日
付
不
詳
）

〔
大
蔵
省
の
〕
永
い
間
の
『
調
査
月
報
』〔
作
製
〕
の
戦
も
感
謝
の
中
に
成
功
の
中
に
終
り
、
又
新
し
き
生

活
に
重
任
を
負
っ
て
入
ら
ん
と
し
て
悦
び
限
り
な
か
ら
ん
と
す
る
が
、
か
く
の
如
き
は
又
僕
に
特
に
賜
わ

れ
る
悦
び
と
い
わ
ざ
る
を
得
な
い
。

小
さ
き
罪
深
き
こ
の
僕
し
も
べに

賜
わ
れ
る
御
恩
恵
の
深
さ
よ
。
深
さ
こ
そ
は
、
御み
こ
こ
ろ意

の
、
御
恩
恵
の
、
深
さ

こ
そ
は
、
人
の
罪
の
根
底
を
知
ら
し
め
、
之
を
埋
め
て
下
さ
る
も
の
で
あ
る
。

「
エ
ス
様
、
エ
ス
様
、
今
も
我
が
側
に
在
り
給
い
て
、
小
さ
き
も
の
の
為
に
祈
っ
て
こ
の
御
恩
恵

を
与
え
給
え
る
エ
ス
様
、
お
父
様
の
御
名
を
あ
げ
、
世
の
サ
タ
ン
と
戦
い
、
愛
の
た
め
に
、
義

の
た
め
に
苦
し
ま
ん
と
し
、
聖
の
た
め
に
、
純
の
た
め
に
、
凡
て
を
犠
牲
に
せ
ん
と
す
る
者
の

た
め
に
、
特
別
に
深
き
御
恩
恵
を
与
え
給
え
。
否
、
小
な
る
者
は
、
既
に
賜
わ
れ
る
御
恩
恵
を

以
て
溢
れ
て
居
り
ま
す
。

　
…
…
を
通
し
て
い
た
だ
け
る
御
恩
恵
こ
そ
僕
の
一
生
の
花
で
あ
り
ま
す
。

　
エ
ス
様
、
御
心
を
な
し
と
ぐ
る
力
を
与
え
給
え
。
ア
ー
メ
ン
。」
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１９２０年（大正9年）〔25歳〕

〇〇
１
９
２
０
年
11
月
８
日
（
月
）

…
…
〔
基
督
教
〕
書
類
会
社
で
、
ギ
リ
シ
ア
語
の
「
新
約
」
を
購も
と

め
る
。
…
…
9
時
の
お
祈
り
。
ヨ
ハ
ネ

伝
第
21
章
。〔

註　
こ
の
日
、
兄
は
北
京
日
本
公
使
館
、
財
務
官
付
の
辞
令
を
受
け
た
。〕

〇〇
１
９
２
０
年
11
月
９
日
（
火
）

藤
井
先
生
宅
で
お
昼
を
。

〔
註　
多
忙
の
た
め
日
記
は
断
片
的
走
り
書
き
。
北
京
へ
旅
立
つ
に
当
た
り
、
藤
井
先
生
を
お
訪
ね
し
て
、

祈
っ
て
い
た
だ
き
楽
し
き
ひ
と
時
を
す
ご
し
た
の
で
あ
る
。〕

〇〇
１
９
２
０
年
11
月
11
日
（
木
）

本
当
に
ク
リ
ー
ン
・
ラ
イ
フ
を
送
っ
て
参
り
ま
す
…
…
。

〔
註　
藤
井
先
生
と
信
仰
の
友
人
に
向
か
っ
て
の
言
葉
で
あ
る
。〕

〇〇
１
９
２
０
年
11
月
12
日
（
金
）

遂と
う

々
、出
発
の
日
が
来
た
。〔
午
後
〕
５
時
20
分
、東
京
駅
発
。
此
の
次
、皆
様
に
お
目
に
か
か
る
時
に
は
。

…
…

〔
註　

31
年
前
の
あ
の
日
が
、
な
お
私
の
眼
底
に
そ
の
映
像
を
と
ど
め
て
い
る
。
昇
降
台
に
立
っ
て
無
限

の
慕
か
し
さ
を
湛
え
つ
つ
去
り
ゆ
き
し
兄
の
瞳
！　

あ
の
瞬
間
が
今
生
の
生
別
と
な
っ
た
。
当
時
、
基

督
者
と
し
て
家
族
親
戚
の
間
に
全
く
孤
独
で
あ
っ
た
兄
の
心
胸
は
、
今
沁
み
沁
み
と
察
せ
ら
れ
る
。〕

〇〇
１
９
２
０
年
11
月
13
日
（
土
）

…
…
苦
情
は
申
上
ぐ
べ
き
で
は
な
い
の
で
あ
り
ま
し
ょ
う
。M

y Grace is suffi
cient for thee.

〔
註　
「
わ
が
恩
恵
汝
に
足
れ
り
」
コ
リ
ン
ト
後
書
12･

9
。
嫌
が
る
所
へ
も
無
理
に
追
い
や
り
給
う
と

の
パ
ウ
ロ
の
辞
。〕

是
れ
を
我
ら
の
信
仰
と
し
て
参
り
ま
し
ょ
う
。

〔
註　

兄
は
本
当
は
ロ
ン
ド
ン
へ
赴
任
す
る
は
ず
で
あ
っ
た
。
そ
れ
が
、
あ
る
横
槍
の
た
め
、
北
京
に
変

わ
っ
た
の
で
あ
る
。
日
記
の
調
子
は
屡
々
、人
に
語
る
如
く
書
か
れ
て
あ
る
。
手
紙
の
如
く
で
さ
え
あ
る
。

そ
れ
は
彼
が
信
頼
し
て
い
た
霊
的
な
母
、
高
島
鴻
子
氏
に
対
し
て
語
り
か
け
て
い
る
場
合
が
多
い
。
同

氏
に
つ
い
て
は
藤
井
武
全
集
第
12
巻
「
美
し
き
印
象
を
私
に
残
し
た
人
々
」
を
参
照
さ
れ
た
い
。〕

〇〇
１
９
２
０
年
11
月
14
日
（
日
）〔
西
下
途
上
、
沼
津
の
旅
宿
に
て
〕

朝
の
お
祈
り
に
〔
海
岸
へ
〕
出
か
け
る
。

午
前
は“Resurrection of Christ”

（「
キ
リ
ス
ト
の
復
活
」）
と“H

ypothesis of Vision”

（「
先
見
の
仮
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１９２０年（大正9年）〔25歳〕

説
」
？
）
と
の
見
返
し
に
忙
し
い
。

〔
註　
ゴ
ー
デ
ー
の
名
著
の
翻
訳
を
始
め
て
い
た
の
で
あ
る
。〕

午
後
は“Divinity of Jesus Christ”

（「
イ
エ
ス
・
キ
リ
ス
ト
の
神
性
」
？
）
に
忙
し
い
。
２
時
か
ら
７
時

ま
で
か
か
っ
て
漸
よ
う
やく

出
来
た
。〔
翻
訳
の
こ
と
〕。

“Go thou and m
ake it the w

ork of your life to turn this m
agnificient possibility into a grand 

and eternal reality. Receive your Pentecost, and you schall get your ascension.”

ゴ
ー
デ
ー
先
生
、
行
っ
て
参
り
ま
す
。

こ
の
偉
大
な
る
可
能
を
久
遠
の
現
実
と
せ
ん
が
た
め
に
。

聖
霊
の
降
臨
を
受
け
て
天
上
に
揚
げ
ら
れ
ん
が
た
め
に
。

…
…
９
時
10
分
、
下
関
急
行
。〔
沼
津
発
車
〕。

〔
註　

ゴ
ー
デ
ー
の
こ
の
迫
力
あ
る
言
葉
は
、
こ
れ
を
日
記
に
抜
き
書
き
し
た
兄
に
と
っ
て
、
正
に
預
言

と
な
り
、
一
年
経
た
ぬ
う
ち
に
、
兄
は
天
上
を
現
実
界
と
す
る
身
と
化
し
た
の
で
あ
る
。
噫
！　

人
生

の
神
秘
、
冥
合
。
下
関
急
行
は
、
そ
の
ま
ま
天
国
ゆ
き
の
急
行
列
車
と
な
り
、
兄
を
運
び
去
っ
た
の
で

あ
る
。〕

〇〇
１
９
２
０
年
11
月
15
日
（
月
）

午
後
３
時
に
粟
屋
に
。

〔
宿
命
的
な
広
島
駅
プ
ラ
ッ
ト
・
フ
ォ
ー
ム
に
信
仰
の
親
友
、
粟
屋
仙
吉
氏
の
出
迎
え
を
受
け
た
の
で
あ

る
。
二
人
は
、
今
天
上
で
何
を
語
り
合
っ
て
居
る
だ
ろ
う
。〕

〇〇
１
９
２
０
年
11
月
16
日
（
火
）

既
に
一
年
に
も
な
り
に
け
る
哉
。
昨
年
の
今
日
は
日
曜
で
あ
っ
た
。
大
手
町〔
内
村
鑑
三
先
生
の
日
曜
集
会
〕

か
ら
の
帰
り
を
大
学
の
森
に
祈
り
し
を
忘
れ
得
な
い
。

特
別
に
厳
粛
に
暮
ら
さ
ね
ば
な
ら
ぬ
此
の
一
週
間
を
、
神
様
何
卒
守
り
給
え
。

「
我
れ
一
つ
の
こ
と
を
エ
ホ
バ
に
乞
う
…
…
」（
詩
篇
27･

4
）

Curfew

（
晩
鐘
）
を
静
か
な
る
夕
に
、
大
海
原
の
真
只
中
に
迎
え
て
祈
り
奉
る
。

〔
註　
「
晩
鐘
」「
夕
の
祈
り
」
の
こ
と
。
兄
は
朝
９
時
、
夕
４
時
、
夜
９
時
を
祈
り
の
時
と
し
て
遵
る
を

つ
ね
と
し
て
い
た
。
特
に
夜
の
９
時
は
欠
か
さ
な
か
っ
た
。
そ
し
て
聖
書
を
幾
頁
か
読
ま
ぬ
日
は
な
か
っ

た
。
そ
の
こ
と
は
当
時
、
未
信
者
で
あ
っ
た
私
の
心
に
も
深
い
印
象
を
遺
し
た
〕

「
ダ
ビ
デ
と
共
に
〔
と
は
上
掲
引
用
の
詩
篇
第
27
篇
全
体
の
心
に
因
ん
で
の
こ
と
〕、
お
父
様
、
御
心

の
ま
ま
な
る
一
年
、
二
年
を
過
ご
さ
し
め
給
え
。
何
事
も
あ
な
た
の
御
意
思
に
出
で
御
心
の
ま

ま
に
、
と
信
ず
る
以
上
、
世
の
人
は
何
と
批
評
し
ま
し
ょ
う
と
も
、
身み
う
ち内
と
親
類
と
友
人
と
は

何
と
見
ま
し
ょ
う
と
も
、
何
卒
、
神
様
、
行
く
べ
き
道
を
正
し
く
雄
々
し
く
歩
ま
し
め
給
え
。」

W
hen m

y father and m
y m

ather forsake m
e, then m

y Lord w
ill tske m

e 
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１９２０年（大正9年）〔25歳〕

up.  (Ps.27:10)
オ
リ
オ
ン
と
双
子
と
を
右
舷
に
、
宵
の
明
星
を
左
舷
に
し
て
釜
山
の
港
に
入
る
。
夜
９
時
半
釜
山
着
。

11
時
北
上
。
寝
台
は
日
本
よ
り
遙
か
に
上
等
。

〇〇
１
９
２
０
年
11
月
17
日
（
水
）

眼
は
水
原
で
醒さ

め
る
。
水
原
の
畔
、
僅
か
に
緑
を
見
る
の
み
。
満
目
荒
涼
た
る
朝
鮮
。
…
…
夜
９
時
す

ぎ
安
東
着
。
時
計
を
一
時
間
お
く
ら
せ
る
。

〇〇
１
９
２
０
年
11
月
18
日
（
木
）

６
時
半
、
奉
天
入
り
。
乾
燥
し
た
秋
の
空
気
の
心
地
よ
さ
。
10
時
40
分
奉
天
発
。
広
い
広
い
高
こ
う
り
ゃ
ん梁
畑
の

中
を
ひ
た
す
ら
に
南
西
へ
。
山
海
関
の
手
前
で
夜
に
入
る
。「
天
下
第
一
関
」
の
文
字
は
見
え
ず
。

18
日
よ
、
18
日
よ
。

〔
註　

一
年
前
の
こ
の
日
を
想
い
出
し
て
の
言
葉
で
あ
る
。
１
９
１
９
年
11
月
18
日
は
、
兄
が
あ
る
十
字

架
を
負
わ
さ
れ
た
日
で
あ
る
。〕

〇〇
１
９
２
０
年
11
月
19
日
（
金
）

10
時
20
分
、
よ
き
年
月
を
与
え
給
え
と
願
い
つ
つ
、
北
京
に
入
る
。
東
京
を
出
て
よ
り
５
日
を
以
て
目

的
地
に
着
い
た
。

何
と
い
う
汚
い
土
地
で
あ
ろ
う
。
思
い
設
け
し
事
、悉
く
忘
れ
去
っ
て
、眼
前
の
汚
さ
の
み
が
目
に
つ
く
。

僕
の
室
も
北
京
の
一
室
た
る
に
恥
じ
な
い
。

〇〇
１
９
２
０
年
11
月
20
日
（
土
）

…
…
凡
て
を
御
心
の
ま
ま
に
委
ね
て
、
涙
の
中
に
御
名
を
讃
え
し
日
よ
〔
一
年
前
〕。
久
遠
の
御
光
、
今

日
の
上
に
あ
れ
。

思
い
設
け
ぬ
事
の
次
々
に
出
で
来
た
り
ぬ
と
は
い
う
も
の
の
父
の
御
心
の
大
計
画
を
一い
ち
ぶ分

も
曲
ぐ
る
に

足
る
も
の
は
一
つ
と
し
て
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
御
名
を
讃
う
る
に
、
共
に
声
を
高
う
す
る
者
な
き
を
憾う
ら

ま
ん
の
み
。

〇〇
１
９
２
０
年
11
月
21
日
（
日
）

…
…
ラ
ン
プ
を
買
い
に
出
か
け
る
。
…
…

聖
な
る
も
の
は
決
し
て
人
に
は
な
い
。
只
尊
き
清
き
彼
〔
キ
リ
ス
ト
〕
に
於
い
て
の
み
あ
る
。

〇〇
１
９
２
０
年
11
月
27
日
（
土
）

土
曜
日
で
あ
る
。
中
渋
谷
か
ら
東
中
野
へ
の
道
が
思
い
出
さ
れ
る
。
…
…
涙
は
祈
り
と
な
り
、
歓
び
の



200502〜：5/17 「小池政美日誌」（北京への路）　――１９２０年５月２日〜12月24日―― ﻿

制作・著作：  HP「小池辰雄文庫」 ファイル名：PDF小池政美日記 作成 2024/09/09 出力 2026/06/20修正 2026/06/20

１９２０年（大正9年）〔25歳〕

歌
と
な
り
ゆ
く
の
で
あ
る
。
御
恵
み
に
活
く
る
者
は
久
遠
に
強
き
哉
。
清
き
哉
。

…
…
お
せ
っ
か
い
な
世
の
人
よ
。
退
け
。
僕
に
は
僕
の
輝
く
道
が
あ
る
。
善
意
に
せ
よ
、
悪
意
に
せ
よ
、

諸
君
は
僕
の
此
の
道
に
一
歩
も
踏
み
込
む
事
は
な
ら
な
い
。

〔
註　

早
く
も
結
婚
問
題
を
も
ち
出
す
連
中
を
退
け
た
の
で
あ
る
。
そ
の
後
、
兄
は
や
が
て
準
備
の
成
り

し
暁
に
は
支
那
で
伝
道
し
、
骨
を
埋
む
る
覚
悟
を
し
た
。
支
那
人
、
ア
フ
リ
カ
土
人
を
愛
し
た
ゴ
ル
ド

ン
将
軍
や
リ
ヴ
ィ
ン
グ
ス
ト
ー
ン
に
傾
倒
し
て
い
た
。〕

聖
な
る
夜
よ
、
我
を
潔
め
給
え
。
ア
ー
メ
ン
。

〇〇
１
９
２
０
年
12
月
１
日
（
水
）

公
使
館
へ
行
く
。
…
…
は
な
か
な
か
し
っ
か
り
し
た
人
、
頼
も
し
く
見
え
た
。
併
し
頼
も
し
く
見
え
る

見
え
な
い
は
彼
の
価
値
を
決
す
る
も
の
で
は
な
い
。
神
に
頼
れ
る
人
間
な
り
や
否
や
。
そ
れ
の
み
が
凡
て

を
決
定
す
る
の
で
あ
る
。

〇〇
１
９
２
０
年
12
月
４
日
（
土
）

龍
ち
ゃ
ん
〔
弟
、
龍
二
、
私
に
と
っ
て
は
次
兄
〕
に
電
報
を
打
つ
。

「
今
日
凱
旋
と
聞
き
、
喜
び
に
堪
え
ず
、
遙
か
に
健
康
を
祝
す
」

と
。

〔
註　
次
兄
は
当
時
、
シ
ベ
リ
ヤ
に
出
征
中
で
あ
っ
た
。〕

〇〇
１
９
２
０
年
12
月
５
日
（
日
）

雪
で
あ
る
。
…
…
お
父
様
と
エ
ス
様
と
は
知
っ
て
居
ら
れ
る
。
…
…
清
き
雪
を
見
た
く
て
城
壁
へ
行
く
。

丁
度British Legation Chapel

の
前
に
行
っ
た
ら
４
時
が
聞
こ
え
て
来
た
。
よ
きCurfew

で
あ
る
。
天

文
台
ま
で
歩
く
。

夜
、“Studies of the O

ld Testam
ent”

に
か
か
る
。〔
ゴ
ー
デ
ー
著
『
旧
約
聖
書
の
研
究
』
の
こ
と
〕

〇〇
１
９
２
０
年
12
月
７
日
（
火
）

陸
軍
省
の
横
暴
。
つ
く
づ
く
と
考
え
さ
せ
ら
れ
る
。

〇〇
１
９
２
０
年
12
月
12
日
（
日
）

『
旧
約
と
新
約
』
有
難
い
。〔
藤
井
武
先
生
の
月
刊
誌
の
落
手
し
た
こ
と
〕

〇〇
１
９
２
０
年
12
月
24
日
（
金
）

…
…
金
も
な
く
、
ク
リ
ス
マ
ス
・
ト
リ
ー
の
美
し
さ
も
な
く
、
青
い
電
気
を
灯
し
て
、
一
人
で
よ
き
宵

を
迎
え
る
。
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〔
付
記　

読
者
に
は
関
わ
り
な
き
内
容
で
相
済
ま
ぬ
次
第
で
あ
り
ま
し
た
が
、“Thy w

ill be done!” 

を
祈
り
と
し
て
信
頼
の
一
途
を
走
り
ぬ
い
た
青
年
の
片
影
で
す
。
天
上
で
今
も
活
発
に
生
き
て
い
る
彼

で
あ
る
と
信
じ
て
い
ま
す
。
た
だ
聖
名
を
讃
え
て
下
さ
い
。

　

１
９
１
９
年
と
い
う
年
が
、
兄
に
と
っ
て
最
も
重
大
な
意
義
を
齎
し
た
年
で
あ
り
ま
し
た
が
、
こ
こ

に
抜
き
書
き
し
ま
し
た
の
は
、
そ
の
前
後
の
１
９
１
８
年
と
１
９
２
０
年
と
で
し
た
。

　

１
９
２
１
年
９
月
某
日
、
召
天
の
少
し
前
に
、
彼
は
主
イ
エ
ス
・
キ
リ
ス
ト
が
輝
け
る
白
き
衣
を
着

て
迎
え
に
来
ら
れ
た
幻
影
に
接
し
、
歓
喜
し
た
こ
と
を
、
玆
に
一
言
付
記
せ
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
。
―
―

編
者 

辰
雄
〕

〔
文
庫
編
集
者
註：以
上「
北
京
へ
の
路
」（
１
９
２
０
年
５
月
２
日
～
12
月
24
日
は
、「
曠
野
の
愛
」誌
第
９
、

10
号
（
１
9
５
１
年
12
月
中
旬
発
行
）
か
ら
の
転
載
〕

＊

１
９
２
1
年
（
大
正
10
年
）〔
26
歳
〕

「
北
京
か
ら
の
手
紙
」（
政
美
よ
り
辰
雄
へ
）　
他

―
―
１
９
２
０
年
12
月
〜
１
９
２
1
年
7
月
―
―

〇〇
１
９
２
０
年
12
月
10
日

〔
第
一
信
〕

辰
さ
ん

　
丈
夫
？　
試
験
は
ど
う
だ
っ
た
？　
僕
の
出
発
な
ど
の
為
に
ど
ん
な
に
か
勉
強
の
邪
魔
を
し

た
事
か
と
お
気
の
毒
に
思
い
ま
す
。

　
忙
し
か
っ
た
た
め
─
─
何
と
言
っ
て
も
家
一
軒
を
設
立
し
且
つ
之
を
維
持
す
る
大
事
業
で
あ

る
為
。
お
と
と
い
、
明
日
は
辰
さ
ん
に
書
く
つ
も
り
と
申
し
つ
つ
、
昨
日
書
け
な
か
っ
た
の
は

役
所
の
不
意
の
仕
事
が
出
来
た
た
め
、
御
免
な
さ
い
。

　
い
よ
い
よ
高
等
学
校
の
時
間
割
も
出
て
ね
。

　
歴
史
、
地
理
、
化
学
と
は
完
全
に
暗
記
も
の
ね
。
計
画
を
立
て
て
実
さ
ん
の
考
を
加
え
て
し

っ
か
り
や
っ
て
下
さ
い
。
…
…
お
ち
つ
い
て
お
や
り
。
化
学
か
ら
始
め
た
方
が
よ
く
は
な
い
か

し
ら
。
…
…
念
を
入
れ
て
や
れ
ば
よ
ろ
し
い
ね
。

学
校
は
何
処
に
定
め
て
。

　
一
高
で
は
あ
ぶ
な
い
と
思
う
な
ら
そ
れ
も
致
方
あ
り
ま
せ
ん
。
僕
な
ら
二
高
か
水
戸
か
を
選



200502〜：7/17 「北京からの手紙」（政美より辰雄へ）　他　――１９２０年12月〜１９２1年7月―― ﻿

制作・著作：  HP「小池辰雄文庫」 ファイル名：PDF小池政美日記 作成 2024/09/09 出力 2026/06/20修正 2026/06/20

１９２1年（大正10年）〔26歳〕

ぶ
。

　
就
て
は
母
様
の
御
意
見
を
よ
く
伺
う
よ
う
に
、
怖
が
っ
ち
ゃ
駄
目
。
相
手
は
四
年
坊
子
だ
と

言
う
事
を
忘
れ
ず
に
ね
。

　
僕
は
丈
夫
。

12
月
１
日
、
公
使
館
か
ら
帰
っ
て
来
て
と
っ
た
写
真
お
目
に
か
け
ま
す
。（
右
眼
─
─
義
眼
、
左
足

─
─
び
っ
こ
）

		


大
正
９
年
（
１
９
２
０
年
）
12
月
10
日

	

辰
雄
様

〇〇
１
９
２
１
年
１
月
５
日

〔
第
二
信
〕

辰
さ
ん

　
勉
強
の
具
合
は
如
何
。

　
こ
こ
が
ふ
ん
ば
り
所
。
五
年
間
の
勉
強
を
美
事
に
く
く
っ
て
御
覧
。
尾
田
先
生
の
お
世
話
に

な
っ
て
居
る
相
、
び
し
っ
と
し
め
て
戴
く
に
は
何
よ
り
と
僕
は
大
喜
び
。

　
僕
は
自
分
の
勉
強
の
た
め
の
時
間
が
な
く
て
可
成
り
閉
口
で
す
。
こ
の
間
行
っ
た
万
寿
山
の

写
真
お
目
に
か
け
ま
す
。
清
の
西
太
后
が
一
年
の
海
軍
費
を
ま
げ
て
作
っ
た
離
宮
で
す
。

　
そ
れ
か
ら
万
里
の
長
城
の
を
一
枚
。

　
し
っ
か
り
や
っ
て
み
ん
な
を
喜
ば
せ
て
下
さ
い
。

									













御
機
嫌
よ
う
。

		


大
正
10
年
（
１
９
２
１
年
）
１
月
５
日

												

















政
美

	

辰
雄
様

〇〇
１
９
２
１
年
１
月
23
日

〔
第
三
信
〕

拝
啓

　
18
日
付
お
葉
書
今
日
拝
見
、
漸
よ
う
やく

辰
さ
ん
の
状
況
判
明
、
辰
さ
ん
の
事
は
矢
張
り
辰
さ
ん
が

書
い
て
く
れ
な
く
て
は
明
瞭
に
は
判
ら
ざ
る
も
の
に
候
そ
う
ろ
う。

高
等
学
校
の
作
戦
そ
れ
に
て
結
構

と
存
じ
候
。
此
の
上
と
も
万
事
実
さ
ん
或
は
尾
田
先
生
に
御
相
談
の
上
、
決
定
す
可
く
、
学
校

に
於
け
る
風
評
即
ち
同
級
生
間
の
説
に
耳
を
傾
く
る
事
は
全
然
御
無
用
と
存
じ
候
。
少
な
く
と

も
之
に
辰
さ
ん
の
み
に
て
直
接
に
独
断
に
批
評
を
下
し
其
れ
に
従
っ
て
行
動
す
る
事
は
お
慎
み

下
さ
れ
た
く
、
至
当
と
考
え
ら
る
る
事
も
一
応
皆
様
の
御
意
見
伺
い
て
か
ら
の
事
と
な
さ
れ
度た
く

候
。
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数
学
の
準
備
の
た
め
時
間
不
足
云
々
の
件
は
、
僕
に
は
聊
い
さ
さか

不
明
。
時
間
の
不
足
は
熱
心
を

以
て
、
注
意
の
集
中
を
以
て
補
わ
る
る
こ
と
こ
そ
至
当
と
存
ぞ
ん
じ

候
。

　
実
さ
ん
も
尾
田
先
生
も
必
要
な
る
時
間
丈
見
て
下
さ
る
訳
に
有こ
れ
あ
る
べ

之
可
く
、
優
れ
た
る
指
導
者

が
あ
る
間
は
信
じ
て
凡
て
を
委
ぬ
る
が
弟
子
の
道
で
あ
り
、
又
男
の
雄
々
し
さ
に
有
こ
れ
あ
り
そ
う
ろ
う

之
候
。

自
ら
走
り
出
す
の
み
計
画
致
す
の
み
が
勇
気
に
は
有
之
候
わ
ず
。
や
が
て
欲
し
く
と
も
指
導
者

な
き
時
も
参
り
候
う
可
し
。
其
の
時
こ
そ
万
事
熟
慮
の
上
御
自
身
御
決
行
の
時
に
御ご
ざ座

候
。
高

等
学
校
が
そ
の
時
代
に
御
座
候
。
今
は
母
上
様
を
始
め
皆
々
様
の
御
指
導
専
一
に
戴
く
が
何
よ

り
の
時
に
候
。

　
試
験
も
あ
と
二
ヶ
月
に
相あ
い
な
り成

候
、
計
画
な
り
た
る
後
は
只
実
力
の
問
題
に
御
座
候
、
五
年
前

の
辰
さ
ん
の
勉
強
思
い
出
だ
さ
れ
候
、
今
度
も
し
っ
か
り
願
ね
が
い
あ
げ上

候
。

											
















怱
々

		


大
正
10
年
（
１
９
２
１
年
）
１
月
23
日

												

















政
美

	

辰
雄
様

〇〇
１
９
２
１
年
５
月
21
日

〔
第
四
信
〕

　
５
月
９
日
付
お
手
紙
拝
見
し
て
考
え
て
い
る
中
に
病
気
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
驚
か
し

て
申
訳
な
く
又
お
返
事
が
遅
れ
て
申
訳
あ
り
ま
せ
ん
。

　
僕
は
、
そ
れ
だ
け
考
え
て
の
こ
と
な
ら
〔
…
…
〕
プ
ラ
ン
の
ま
ま
に
一
生
懸
命
つ
と
め
る
事
に

賛
成
し
ま
す
。
何
卒
し
っ
か
り
や
っ
て
下
さ
い
。

　
病
み
あ
が
り
な
の
と
暑
い
の
と
で
今
日
は
疲
れ
て
い
ま
す
か
ら
こ
れ
で
。

		


大
正
10
年
（
１
９
２
１
年
）
５
月
21
日

												

















政
美

	

辰
雄
様

〇〇
１
９
２
１
年
５
月
29
日

〔
第
五
信
〕

前
略
。

　
母
様
の
お
手
紙
で
日
土
に
試
験
の
あ
っ
た
こ
と
、〔
…
…
〕
承
知
し
ま
し
た
。
幾
何
が
満
点
が

と
れ
る
な
ら
代
数
で
も
と
れ
ぬ
訳
は
な
い
と
僕
は
思
う
。〔
…
…
〕
７
月
の
学
期
が
終
る
ま
で
に

も
っ
と
も
っ
と
千
足
の
進
歩
を
見
る
よ
う
に
、
万
全
の
努
力
を
惜
し
ま
ず
に
ね
。

　
身
体
は
丈
夫
で
し
ょ
う
ね
。
僕
も
も
う
大
丈
夫
。

											
















怱
々
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大
正
10
年
（
１
９
２
１
年
）
５
月
29
日

												

















政
美

	
辰
雄
様

〇〇
１
９
２
１
年
７
月
６
日

〔
最
後
の
書
翰
〕

拝
復
。

　
一
日
お
手
紙
拝
見
、
元
気
で
大
喜
び
に
御
座
候
。

　
水
泳
部
と
沓く
つ
か
け掛
と
の
計
画
は
結
構
に
御
座
候
が
、
母
上
様
は
如
何
に
な
さ
る
や
。
沓
掛
に
は

母
上
様
も
お
い
で
に
な
る
や
、
そ
れ
と
も
何
処
か
他
の
所
に
ど
な
た
か
と
お
い
で
に
や
、
お
き

ま
り
次
第
お
知
ら
せ
下
さ
れ
度
候
。
龍
ち
ゃ
ん
が
土
曜
日
曜
の
休
み
に
伺
い
得
る
程
の
土
地
を

選
び
下
さ
ら
ば
、
僕
も
嬉
し
く
有
之
候
。

　
当
地
は
既
に
役
所
は
午
前
だ
け
、
午
後
は
一
番
あ
つ
き
盛
り
を
午
睡
、
夕
方
自
室
に
て
役
所

の
事
な
ど
見
、
夜
と
早
朝
と
を
自
分
の
時
間
と
し
、
勉
強
致
し
居
り
候
。

　
身
体
至
っ
て
健
康
、
但
し
中
法
銀
行
閉
行
の
結
果
、
同
銀
行
券
流
通
致
さ
ず
、
40
円
程
も
っ

て
居
り
、
そ
れ
が
所
持
金
の
現
在
は
半
以
上
に
達
し
居
る
事
と
て
少
々
妙
な
心
地
に
有
之
候
。

但
し
支
那
政
府
が
救
護
す
る
ら
し
く
遠
か
ら
ず
し
て
解
決
つ
く
は
申
す
ま
で
も
無
き
事
に
候
。

　
時
下
御
自
愛
願
上
候
。

　
海
が
目
の
前
に
見
ゆ
る
心
地
致
し
候
。

												

















敬
具

		


大
正
10
年
（
１
９
２
１
年
）
７
月
６
日

												

















政
美

	

辰
雄
様

＊

〇〇
１
９
２
１
年
10
年
９
月

電
報
二
信
（
大
正
10
年
９
月
の
こ
と
）

「
オ
危キ
ト
ク篤

ノ
由ヨ
シ

、
タ
ダ
祈イ
ノ

リ
ニ
」

					







高
島
鴻
子

「
再マ

タ
会ア

フ
日ヒ

マ
デ
御ミ

忍シ
ノ
ビ耐
ヲ
願ネ
ガ
フ
」
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藤
井
武

〔
前
者
は
小
池
み
つ
子
宛
、
後
者
は
小
池
政
美
遺
族
宛
。
言
う
ま
で
も
な
く
前
者
は
死
の
直
前
、
後
者
は

死
の
直
後
に
拝
受
し
た
も
の
で
あ
る
。
両
発
信
者
も
、
既
に
パ
ラ
ダ
イ
ス
に
往
っ
て
し
ま
わ
れ
た
。
天

は
賑
わ
い
、
地
は
寂
し
い
。
け
れ
ど
も
残
さ
れ
た
る
者
に
は
戦
の
義
務
が
あ
る
。
祈
り
と
忍
耐
を
以
て

再
会
の
日
ま
で
！							










　
　
─
─
編
者　
小
池
辰
雄
〕

〔
文
庫
編
集
者
註
：

	

高
島
鴻
子	

１
８
７
４
年
12
月
15
日　
～　
１
９
２
４
年
8
月
2
日	

50
歳

	

藤
井
武		

１
８
８
８
年
1
月
15
日　
～　
１
９
３
０
年
7
月
14
日	

42
歳

	

小
池
政
美	

１
８
９
５
年
7
月
15
日　
～　
１
９
２
１
年
9
月
22
日	

26
歳
〕

＊

「
樅
の
書
翰
」

─
─
兄 

政
美
に
就
い
て
─
─

１
９
３
３
年
9
月
22
日

小
池
辰
雄

 “ I im
parted m

y m
ystery to none, but w

andered to and fro, or sat in solitude, like one that 

had caught a glim
pse of heaven and could take no m

ore joy on earth.” 

							










─
─from

 “ The Vision of the Fountain”

〔
註
（
直
訳
）：「
私
は
誰
に
も
私
の
神
秘
を
伝
え
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
あ
ち
こ
ち
と
散
歩
し
た
り
、
天
国

を
垣
間
見
て
地
球
上
で
こ
れ
以
上
の
喜
び
を
味
わ
う
こ
と
が
で
き
な
い
よ
う
な
人
の
よ
う
に
、独
り
坐
っ

て
い
た
り
し
ま
し
た
。」
─
─
「
噴
水
の
ビ
ジ
ョ
ン
」〔
ナ
サ
ナ
エ
ル
・
ホ
ー
ソ
ー
ン
著
〕
よ
り
〕

か
く
も
濃こ
ま
や
か
な
る
愛
の
人
が
か
く
も
速す
み
や
か
に
地
を
去
ら
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
こ
と
が
、
私
に
は
解

ら
な
い
。
け
れ
ど
も
、
ハ
ッ
キ
リ
解
る
。
イ
エ
ス
は
何
か
天
に
も
の
書
き
給
う
！

─
─
僕
の
勉
強
の
た
め
─
─

大
正
９
年
（
１
９
２
０
年
）
11
月
半
、
支
那
北
京
に
赴
任
し
た
長
兄
（
政
美
）
の
心
は
繁
忙
の
生
活
の
中

に
も
弟
の
受
験
の
事
を
夢
忘
る
る
こ
と
が
出
来
な
か
っ
た
。
弟
な
る
私
は
兄
の
祈
り
と
激
励
と
期
待
に
反

し
て
翌
年
の
春
の
入
学
試
験
に
破
れ
た
。
し
か
し
私
に
と
っ
て
は
、
敗
戦
は
当
然
の
帰
結
で
あ
り
、
偶
然

に
入
学
す
る
よ
り
結
局
幸
で
あ
る
こ
と
を
自
己
弁
護
と
し
て
で
な
く
自
覚
し
た
。
受
験
準
備
の
一
年
を
最
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１９２1年（大正10年）〔26歳〕

も
賢
明
に
費
や
す
べ
く
私
は
決
意
し
た
。
そ
の
一
年
の
勉
強
は
火
の
出
る
よ
う
で
あ
っ
た
。
兄
を
失
望
さ

せ
て
悲
し
く
ま
た
辛
く
あ
っ
た
私
は
、
こ
ん
ど
こ
そ
は
見
事
に
勝
っ
て
喜
ば
せ
ん
も
の
を
と
希の
ぞ

ん
で
い
た
。

然
る
に
、
突
如
兄
は
腸
チ
フ
ス
の
難
病
に
罹
り
三
週
の
中
に
此
の
世
に
別
れ
を
告
げ
て
し
ま
っ
た
。
時
は

今
か
ら
満
12
年
前
の
こ
の
月
22
日
〔
１
９
２
１
年
9
月
22
日
〕
で
あ
る
。
同
心
町
の
家
は
柱
石
を
折
ら
れ
て

保
つ
こ
と
が
出
来
な
か
っ
た
。
悲
し
み
は
哀
し
み
を
呼
ん
だ
。
母
の
失
明
！　
悲
嘆
と
草
々
の
中
に
二
ヶ

月
は
経
っ
た
。
晩
秋
よ
り
私
の
戦
闘
準
備
は
暗
黒
の
空
の
下
に
白
熱
化
し
た
。

「
石
に
か
じ
り
つ
い
て
も
一
高
に
入
る
！
」

そ
れ
が
私
の
モ
ッ
ト
ー
で
あ
っ
た
。

明
く
れ
ば
１
９
２
２
年
（
大
正
11
年
）、
期
近
づ
き
て
私
は
一
高
の
受
験
票
を
求
め
た
。
第
二
志
望
と
し

て
水
高
の
も
求
め
た
。
私
自
身
は
勿
論
一
高
を
受
け
る
つ
も
り
で
居
た
。
然
る
に
周
囲
の
人
々
の
声
は
「
一

高
を
」
と
は
言
わ
な
い
の
で
あ
る
。
身
体
の
た
め
と
失
明
の
母
の
も
と
を
離
れ
た
方
が
よ
か
ろ
う
と
言
う

心
づ
か
い
と
、
一
高
を
失
敗
し
て
は
と
云
う
懸
念
の
も
と
に
。
そ
れ
ら
の
声
に
抗
し
て
ま
で
も
一
高
を
受

け
る
こ
と
は
私
の
な
し
得
る
と
こ
ろ
で
な
か
っ
た
。
し
か
し
！　
私
が
あ
の
と
き
ど
れ
ほ
ど
残
念
で
あ
っ

た
か
、
ひ
と
り
暗
涙
に
咽
ん
だ
か
を
、
見
え
ざ
る
方
が
知
り
給
う
。
心
向
か
ざ
る
地
水
戸
へ
！　
そ
れ
は

つ
ら
き
首
門
で
あ
っ
た
。
勿
論
私
は
全
力
を
尽
く
し
て
戦
っ
た
。
余
り
に
も
自
信
あ
る
戦
で
あ
っ
た
。

“VENI  VIDI  VICI”

（I cam
e, I saw

, I conquered.

）

で
あ
っ
た
。
入
学
は
余
り
に
も
当
然
で
あ
っ
た
。
一
年
前
と
一
年
後
！　
何
た
る
相
違
を
自
ら
に
見
た
か
。

成
績
の
上
か
ら
大
丈
夫
一
高
に
入
れ
た
の
で
あ
っ
た
。
あ
の
入
学
試
験
の
と
き
の
様
な
成
績
を
か
つ
て
勝

ち
得
た
こ
と
が
な
い
。
多
分
５
番
で
あ
っ
た
（
或
い
は
４
番
）。
当
時
の
私
と
し
て
は
、
兄
が
死
ん
で
こ
の
こ
と

を
報
せ
得
ず
、
従
っ
て
兄
を
喜
ば
せ
得
ざ
り
し
を
如
何
ば
か
り
悲
し
く
思
っ
た
か
。
高
校
の
帽
子
を
冠
っ

て
墓
を
詣
で
私
は
泣
い
た
。
私
に
と
っ
て
は
ど
う
し
て
も
一
高
に
入
ら
な
か
っ
た
こ
と
が
口く
や惜
し
か
っ
た
。

況
ん
や
水
高
受
験
の
後
で
慶
応
を
受
け
さ
せ
ら
れ
た
と
き
に
も
優ま

し
て
所
謂
癪
に
さ
わ
っ
た
こ
と
は
な
か

っ
た
と
云
っ
て
も
よ
い
か
も
知
れ
ぬ
。

斯
く
て
会か
い
け
い稽
の
恥
を
雪す
す
い
だ
が
、
兄
は
在
世
中
私
の
勉
強
如
何
を
心
配
し
た
ま
ま
で
終
っ
た
。
そ
の
兄

ら
し
き
心
づ
か
い
が
こ
こ
に
遺
さ
れ
て
い
る
手
紙
に
読
ま
れ
る
。
手
紙
の
み
で
な
い
。
兄
は
臨
終
の
床
で

僕
を
見
舞
い
に
来
た
も
の
と
思
い
─
─
勿
論
高
熱
の
た
め
─
─

「
辰
さ
ん
は
早
く
帰
っ
て
勉
強
す
る
よ
う
に
！
」

と
云
う
よ
う
な
言
を
口
走
っ
た
由
。
か
く
ま
で
兄
を
憂
い
し
め
た
罪
は
深
い
。
そ
し
て
こ
の
兄
の
言
は
、

兄
の
い
の
り
の
心
は
終
生
私
を
励
ま
し
力
づ
け
て
く
れ
る
で
あ
ろ
う
。

勉
強
！　
そ
れ
は
私
の
生
涯
の
義
務
で
あ
り
、
喜
悦
で
あ
る
。
神
様
が
、
天
国
で
兄
や
藤
井
先
生
に
私

が
お
会
い
す
る
と
き
、
こ
の
者
は
よ
く
勉
強
し
た
と
保
証
し
て
下
さ
る
に
ま
し
て
私
の
喜
び
は
な
い
で
あ

ろ
う
。
そ
れ
に
価
す
る
者
と
な
ら
ん
た
め
、
い
の
り
つ
つ
励
も
う
。

─
─
辰
雄　
１
９
３
３
年
９
月
半

＊
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（参考）

（
参
考
）

「
藤
井
武
先
生
と
小
池
政
美
」

小
池
辰
雄

藤
井
先
生
と
私
の
兄
と
の
関
係
が
い
つ
如
何
よ
う
に
し
て
始
ま
っ
た
か
は
、
先
生
の
「
美
し
き
印
象
を

私
に
残
し
た
人
々
」
の
一
文
で
始
め
て
知
っ
た
に
過
ぎ
な
い
。
私
は
藤
井
先
生
に
は
『
基
督
の
復
活
』
の

校
正
の
お
手
伝
い
で
始
め
て
お
目
に
か
か
り
、
や
が
て
私
自
身
が
弟
子
と
な
り
、
先
生
の
死
に
至
る
ま
で

完
全
に
信
仰
上
の
御
恩
を
蒙
こ
う
む
っ
た
の
で
あ
る
（『
藤
井
武
君
の
面
影
』
中
の
拙
文
「
恩
寵
の
跡
」
及
び
「
噫
藤
井

武
先
生
」
参
照
）。

先
生
は
時
折
、
兄
に
つ
い
て
感
概
深
い
言
葉
を
私
に
洩も

ら
さ
れ
た
。

「
小
池
君
、
君
が
こ
ん
な
に
速
く
信
仰
に
入
っ
て
兄
さ
ん
は
ど
ん
な
に
喜
ん
で
居
ら
れ
る
で
し
ょ

う
。
…
…
君
の
兄
さ
ん
、
政
美
君
は
ね
、
一
万
人
に
一
人
居
る
か
居
な
い
か
の
人
で
し
た
よ
。

…
…
小
池
君
の
兄
さ
ん
に
し
か
な
い
も
の
が
あ
っ
た
の
で
す
。
…
…
そ
れ
は
言
葉
に
は
言
え
な

い
ピ
ュ
ー
ア
（
純
）
な
、
深
い
も
の
で
し
た
…
…
」

先
生
の
こ
の
お
言
葉
の
下
で
私
の
胸
は
熱
く
な
り
、
私
の
眼
は
う
る
お
う
た
。
此
の
語
ら
れ
た
あ
る
秋

の
午
後
の
ひ
と
時
を
私
は
い
つ
ま
で
も
忘
れ
る
こ
と
が
出
来
な
い
。

兄
の
召
天
の
翌
月
、
先
生
は
『
旧
約
と
新
約
』
誌
第
17
号
「
慕
う
所
は
天
に
あ
り
」
に
於
て
ヘ
ブ
ル
書

第
11
章
の
解
説
を
な
し
「
信
仰
の
本
領
」
と
「
旧
約
時
代
信
仰
史
大
観
」
を
展
開
し
た
後
に
「
信
仰
に
由

て
彼
も
亦
」
と
題
し
て
、
兄
を
「
信
仰
の
証
者
」
の
群
に
数
え
、
天
の
万
軍
の
一
員
と
見
て
下
さ
っ
た
。

先
生
の
文
に
曰
く
、

「
信
仰
に
由よ
り
て
彼
も
亦ま
た
」

「
ホ
ウ
ソ
ウ
ノ
ウ
タ
ガ
ヒ
、
一
七
ヒ
ツ
ケ
オ
ヤ
キ
ク
ダ
サ
イ
、
ゴ
ヨ
ウ
ハ
マ
ダ
マ
ダ
」。

　

今
年
春
彼
が
突
然
天
然
痘
類
似
の
重
き
病
に
罹
り
し
時
、
任
地
北
京
よ
り
余
に
寄
せ
た
る
第
一
信

は
之
で
あ
っ
た
。
彼
は
病
毒
の
伝で
ん
ぱ播
を
気
遣
う
て
、
其
数
日
前
余
宛
に
発
送
し
た
る
書
翰
の
焼
却
を

要
求
し
た
の
で
あ
る
。
而
し
て
自
己
に
就
て
は
、
主
の
御
用
の
尚
甚
だ
多
き
を
指
摘
し
て
、
以
て
信

仰
的
平
安
を
伝
え
た
の
で
あ
る
。
…
…
。

　

程
な
く
彼
は
癒
さ
れ
た
。
我
等
は
深
く
感
謝
し
た
。
相
変
ら
ざ
る
激
務
に
当
り
な
が
ら
純
乎
た
る

信
と
愛
と
望
と
の
生
活
を
続
け
つ
つ
あ
る
彼
を
思
う
事
は
、
我
等
の
大
な
る
福
い
で
あ
っ
た
。
然
る

に
八
月
末
再
び
重
き
病
が
彼
を
犯
し
た
。
今
度
は
悪
性
チ
ブ
ス
で
あ
る
。
彼
が
北
京
の
病
院
よ
り
そ

の
親
し
き
友
に
宛
て
し
電
報
に
は

　
「
ケ
イ
カ
ヨ
シ
、
ク
ル
シ
ミ
ト
ウ
タ
ガ
ヒ
ニ
ハ
ク
ロ
ス
（
十
字
架
）
ア
フ
ギ
テ
」

と
あ
っ
た
。
母
君
は
東
京
よ
り
馳
せ
つ
け
て
看
護
に
力つ
と

め
ら
れ
た
。
我
等
は
た
だ
心
よ
り
祈
っ
た
。

し
か
し
病
は
篤あ
つ

か
っ
た
。
母
君
に
向
か
っ
て
彼
は
曰
う
た
、
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（参考）

　
「
母
様
、
僕
は
早
く
主
に
御
目
に
か
か
り
と
う
御
座
い
ま
す
。
母
様
ど
う
ぞ
御
許
し
下
さ
い
」

と
。
九
月
二
二
日
、
彼
は
遂
に
召
さ
れ
て
主
の
も
と
に
往
い
た
。

　

噫
、
わ
が
友
小
池
政
美
。
大
学
を
出
で
て
三
年
に
充
た
ざ
る
彼
の
地
上
の
生
涯
は
余
り
に
短
く
あ

っ
た
。
し
か
し
彼
も
亦い
に
し
え古

の
人
の
如
く
信
仰
に
由よ
り

て
神
と
共
に
歩
ん
だ
。
誠
に
美
し
き
生
と
死
で
あ

っ
た
。
感
謝
！
！
」（
１
９
２
１
年
10
月
）」

兄
は
主
と
し
て
デ
リ
ッ
チ
や
ゴ
ー
デ
ー
の
聖
書
註
解
書
類
（
英
訳
）
を
手
引
き
に
聖
書
の
勉
強
を
し
て
い

た
が
、ゴ
ー
デ
ー
の
名
著
の
翻
訳
に
、北
京
赴
任
の
直
前
か
ら
着
手
し
て
い
た
。
彼
が
地
を
去
っ
た
あ
と
で
、

藤
井
先
生
は
、そ
れ
を
惜
し
ま
れ
て
、自
費
出
版
を
企
て
て
下
さ
っ
た
。
深
い
熱
い
友
情
で
あ
る
。
そ
の
『
基

督
の
復
活
』
と
題
す
る
訳
書
の
「
序
」
に
次
の
如
く
、
先
生
は
書
か
れ
た
。

　
「
基
督
教
は
譬
え
ば
花
で
あ
る
。
貴
き
輪
廊
と
色
彩
と
の
ほ
か
に
、
な
お
独
特
の
芳
香
が
あ
る
。
然

る
に
現
在
ひ
ろ
く
我
国
に
伝
わ
れ
る
米
国
風
の
基
督
教
に
は
そ
の
原
始
の
花
香
が
殆
ど
失
せ
て
居
る

事
を
私
は
悼
む
。
近
代
の
聖
書
学
者
中
私
の
知
れ
る
限
り
に
於
て
最
も
基
督
教
ら
し
き
香
を
備
え
た

る
も
の
の
一
人
は
ゴ
ー
デ
ー
先
生
で
あ
っ
た
。
先
生
の
信
仰
は
単
純
に
し
て
し
か
も
深
く
、
火
の
如

く
燃
え
て
し
か
も
冷
静
に
、
預
言
者
の
如
く
大
観
的
に
し
て
し
か
も
学
者
の
如
く
研
究
的
で
あ
っ
た
。

そ
の
多
く
の
著
書
の
う
ち
殊
に
二
、三
の
も
の
は
実
に
不
朽
の
名
著
で
あ
る
と
信
ず
る
。

　

小
池
政
美
君
は
稀ま
れ

に
見
る
純
な
る
人
格
で
あ
っ
た
。
私
が
君
と
識
っ
た
の
は
僅
か
に
君
の
地
上
に

於
け
る
生
涯
の
最
後
の
二
年
間
に
過
ぎ
な
い
。
し
か
し
私
に
取
っ
て
そ
の
記
憶
は
永
久
的
で
あ
る
。

　

君
の
人
格
に
は
或
る
意
味
に
於
て
イ
エ
ス
の
香
い
が
あ
っ
た
。
ガ
リ
ラ
ヤ
湖
又
は
橄
欖
山
の
如
き

背
景
に
適
わ
し
き
も
の
で
あ
っ
た
。
君
は
東
京
帝
国
大
学
法
科
を
卒お

え
し
後
、
大
蔵
省
事
務
官
と
し

て
北
京
に
駐
屯
し
、
此
世
と
の
悪
闘
、
信
仰
の
た
め
の
善
戦
を
続
け
つ
つ
、
若
く
し
て
召
さ
れ
て
世

を
去
っ
た
。
今
よ
り
三
年
前
の
事
で
あ
る
。

　

本
書
は
そ
の
悪
闘
の
中
に
あ
り
て
成
就
せ
ら
れ
し
君
が
祈
り
の
結
晶
で
あ
る
。
…
…
」（
１
９
２
４

年
４
月
）

な
お
ま
た
、
先
生
の
月
刊
誌
『
旧
約
と
新
約
』
第
47
号
の
新
刊
紹
介
文
の
中
に
は
、

　
「
訳
者
小
池
政
美
君
の
如
き
純
な
る
心
の
持
主
を
私
は
多
く
知
り
ま
せ
ん
。
君
の
信
仰
は
ゴ
ー
デ
ー

型
で
あ
り
ま
し
た
。
研
究
を
重
ん
じ
な
が
ら
、
主
に
対
す
る
思
慕
の
情
を
以
て
燃
え
て
い
ま
し
た
。

米
国
風
な
ら
ぬ
日
本
的
基
督
者
の
典
型
と
し
て
私
は
君
を
紹
介
し
た
く
あ
り
ま
す
。
本
書
は
君
が
劇

務
の
間
に
此
世
と
闘
い
な
が
ら
成
就
し
た
貴
き
信
仰
生
活
の
産
物
で
あ
り
ま
す
。」

と
記
し
て
下
さ
っ
た
。

＊

兄
は
多
読
強
記
の
人
で
あ
っ
た
。
兄
は
日
本
文
を
綴
る
よ
り
英
文
を
書
く
方
が
達
者
で
あ
っ
た
か
ら
、

外
交
官
に
な
る
か
と
人
々
は
思
っ
て
い
た
と
言
う
。
筆
は
ま
め
で
、
す
ら
す
ら
と
毛
筆
で
よ
く
手
紙
を
書

い
た
。
藤
井
先
生
の
お
二
階
で
、
あ
る
日
先
生
が
私
に
、

「
政
美
君
か
ら
の
手
紙
が
こ
ん
な
に
あ
る
ん
で
す
よ
」
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と
い
っ
て
見
せ
て
く
だ
さ
っ
た
。
勿
論
そ
の
時
、
手
紙
を
読
ま
せ
て
は
い
た
だ
か
な
か
っ
た
が
、
そ
の
う

ち
に
先
生
御
自
身
が
天
国
に
旅
だ
た
れ
て
し
ま
っ
た
。
同
じ
く
今
は
天
上
に
在
る
洋
君
に
い
つ
か
そ
の
手

紙
を
そ
っ
く
り
戴
き
た
い
と
思
っ
て
い
る
う
ち
に
、
空
襲
の
た
め
先
生
の
あ
の
懐な
つ()

か
し
い
家
が
全
焼
し

て
し
ま
い
、
兄
の
手
紙
も
す
っ
か
り
天
上
に
煙
と
た
ち
の
ぼ
り
、
こ
こ
に
移
記
す
べ
き
一
句
も
な
い
。
先

生
か
ら
兄
に
お
書
き
下
さ
っ
た
お
手
紙
が
相
当
あ
っ
た
に
相
違
な
い
の
で
あ
る
が
、
兄
の
病
が
伝
染
病
で

あ
っ
た
た
め
に
、
北
京
の
地
で
そ
の
他
一
切
の
手
紙
と
共
に
焼
か
れ
て
し
ま
っ
た
こ
と
は
何
と
も
惜
し
き

限
り
な
の
で
あ
る
。

＊

『
旧
約
と
新
約
』
第
58
号
、
１
９
２
５
年
４
月
号
に
先
生
は
「
美
し
き
印
象
を
私
に
残
し
た
人
々
」
と
題

し
て
四
人
の
友
人
の
こ
と
を
書
か
れ
た
。
そ
の
一
が
小
出
義
彦
兄
、
そ
の
二
が
舎
兄
、
そ
の
三
が
望
月
す

み
子
女
史
、
そ
の
四
が
高
島
鴻
子
夫
人
で
あ
る
。
左
に
兄
の
く
だ
り
の
大
半
を
転
記
す
る
こ
と
を
ゆ
る
し

て
戴
こ
う
。

　
「
大
手
町
衛
生
会
講
堂
に
内
村
先
生
の
お
手
伝
い
を
し
て
い
た
時
分
、
或
る
秋
の
日
の
集
会
は
て
て
、

講
堂
前
の
広
小
路
に
ま
だ
散
り
や
ら
ぬ
会
衆
の
群
に
交
っ
て
、
私
も
二
三
の
友
人
と
語
っ
て
い
た
。

そ
の
時
ひ
と
り
の
青
年
紳
士
が
私
に
近
づ
い
て
挨
拶
し
、
一
つ
の
事
を
私
に
求
め
た
。
そ
れ
は
今
後

私
の
自
宅
集
会
の
出
席
を
承
認
せ
ん
事
で
あ
っ
た
。
初
対
面
で
は
あ
っ
た
が
、
私
は
そ
の
端
厳
な
ま

な
ざ
し
に
強
い
印
象
を
受
け
た
。
次
の
土
曜
の
晩
か
ら
、
こ
の
君
は
欠
か
さ
ず
我
ら
の
集
り
に
出
席

し
た
。
其
年
の
春
に
東
京
帝
国
大
学
を
卒
業
し
て
、
当
時
大
蔵
省
に
勤
務
し
て
い
た
小
池
政
美
君
が

そ
の
人
で
あ
っ
た
。

　

不
思
議
に
君
は
最
初
か
ら
我
ら
夫
妻
の
信
頼
を
喚よ

び
起
こ
し
た
…
…
。

　

翌
年
の
冬
に
な
り
、
君
は
支
那
駐
在
財
務
官
附
と
し
て
か
の
地
に
転
任
し
た
。
私
は
始
め
に
気
付

か
な
か
っ
た
が
、
君
を
か
よ
う
な
土
地
の
か
よ
う
な
社
会
に
遣や

る
事
は
、
た
と
え
ば
羊
を
狼
の
中
へ

入
れ
る
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
こ
に
は
肉
の
慾
、
眼
の
慾
、
所
有
の
誇
に
み
ち
た
、
し
か
も
内

地
に
は
見
ら
れ
ぬ
程
荒す
さ
ん
だ
心
の
人
た
ち
が
、
恥
ず
る
事
を
知
ら
ぬ
浅
ま
し
い
日
々
を
送
っ
て
い
た
。

　
「
僕
の
想
像
し
得
る
悪
と
い
う
悪
が
、
又
罪
と
い
う
罪
が
、
此
所
に
は
最
も
簡
単
に
手
軽
に
、
又
個

人
的
の
利
害
関
係
か
ら
来
る
非
難
を
除
い
て
は
、
社
会
的
に
は
無
非
難
に
行
わ
れ
て
居
り
ま
す
」

　
「
…
…
選
び
に
選
ん
で
ど
う
し
て
こ
ん
な
所
に
神
様
は
僕
を
投
げ
込
ん
で
下
さ
っ
た
の
か
と
思
い
ま

す
と
…
…
僕
だ
け
は
何な
に
と
ぞ卒
と
お
祈
り
致
し
て
居
り
ま
す
。」

勿
論
君
ひ
と
り
を
陥
れ
よ
う
と
す
る
誘
惑
の
羂わ
な
も
多
く
張
ら
れ
た
。

　

そ
う
い
う
中
に
あ
っ
て
、
君
は
雄
々
し
く
も
イ
エ
ス
と
共
に
歩
ん
だ
。
小
児
の
よ
う
な
信
頼
深
さ

を
も
っ
て
君
は
イ
エ
ス
に
縋す
が

っ
た
。
君
の
祈
り
こ
そ
は
祈
り
ら
し
き
祈
り
で
あ
っ
た
。「
お
父
様
」
と

呼
ん
で
神
に
せ
ま
る
時
の
虔
つ
つ
しま

し
く
し
て
親
し
げ
な
る
さ
ま
は
ま
こ
と
に
神
の
子
に
ふ
さ
わ
し
い
も

の
で
あ
っ
た
。
君
が
我
ら
の
た
め
に
祈
る
と
言
い
送
っ
て
く
れ
る
時
に
は
、
我
ら
は
真
実
に
そ
の
力

を
感
じ
た
。
ど
ん
な
に
忙
し
く
と
も
聖
書
を
読
ま
ず
に
過
ご
す
日
は
君
に
は
一
日
も
な
か
っ
た
。
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「
盧
山
滞
在
の
日
は
、
昨
年
東
京
を
立
ち
ま
す
日
に
第
23
を
読
み
ま
し
た
詩
が
丁
度
第
121
に
な
り
ま

し
た
。」

　
「
一
昨
日
か
ら
ゴ
ー
デ
ー
に
就
い
て
羅ロ
マ馬

書
に
入
り
ま
し
た
。」

　

そ
の
外
に
な
お
君
は
「
夜
昼
の
区
別
も
な
く
殺
倒
し
て
来
る
世
の
仕
事
」
の
間
に
、
苦
心
し
て
ゴ

ー
デ
ー
の
名
著
の
翻
訳
を
つ
づ
け
た
。
そ
の
原
稿
に
は
各
篇
の
稿
が
終
る
ご
と
に
、
簡
単
な
し
か
し

意
味
ふ
か
い
感
謝
の
言
葉
が
添
え
ら
れ
て
あ
っ
た
。
学
者
が
書
斎
に
筆
を
執
る
と
は
ち
が
っ
て
、
多

く
の
犠
牲
の
払
わ
れ
た
貴
い
労
作
の
果
で
あ
っ
た
。
か
く
て
異
境
の
穢け
が

れ
た
日
本
人
社
会
に
少
く
と

も
一
人
の
霊
魂
の
み
は
潔
く
保
た
れ
た
。

　

君
が
か
の
地
で
重
い
熱
病
に
か
か
っ
た
時
、
私
の
見
舞
に
こ
た
え
て
寄
せ
た
電
報
は
次
の
よ
う
に

あ
っ
た
。

　
「
カ
ホ
ト
ム
ネ
コ
ホ
リ
ズ
メ
ナ
レ
ド
カ
レ
ノ
ア
イ
ハ
サ
ラ
ニ
ア
ツ
シ
」

　

そ
れ
は
最
初
の
二
人
の
医
者
が
と
も
に
天
然
痘
と
誤
診
し
た Dakes disearse 

と
か
い
ふ
病
気
で
あ

っ
た
。
顔
か
ら
胸
ま
で
氷
ず
め
に
す
る
ほ
ど
熱
は
高
く
あ
っ
た
。
し
か
し
さ
う
い
う
苦
痛
の
中
に
あ

っ
て
も
「
彼
の
愛
は
更
に
熱
し
」
と
君
は
い
ふ
。
こ
の
言
葉
を
病
床
か
ら
看
護
婦
ま
た
は
友
人
に
口

授
し
て
居
る
福
い
な
る
君
を
想
像
し
て
、
我
ら
は
喜
び
に
溢
れ
心
か
ら
感
謝
し
た
。

　

君
は
或
る
意
味
に
於
て
悲
哀
の
人
で
あ
っ
た
。
君
の
信
仰
は
た
だ
感
謝
々
々
と
叫
ん
で
よ
ろ
こ
び

躍
る
や
う
な
た
ち
の
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
君
に
は
い
つ
も
深
み
が
あ
っ
た
。
し
か
し
又
深
み
の
中

に
言
い
が
た
い
豊
か
さ
が
あ
っ
た
。
君
の
病
気
が
ま
だ
十
分
に
癒
え
ず
、
時
々
高
い
熱
に
苦
し
ん
で

ゐ
た
頃
の
た
よ
り
に
、
次
の
や
う
な
一
節
が
あ
っ
た
。

　
「
こ
の
間
花
屋
へ
行
き
ま
し
た
ら
、
い
い
薔
薇
が
あ
り
ま
し
て
、
少
し
僕
に
は
贅
沢
と
考
え
な
が
ら
、

ほ
し
さ
に
取
っ
て
参
り
ま
し
た
も
の
が
、
十
ほ
ど
花
を
開
い
て
二
間
程
か
な
た
か
ら
床
し
い
香
を
送

っ
て
く
れ
ま
す
、
ま
だ
五
十
ほ
ど
の
蕾
つ
ぼ
みが
、
病
気
が
長
び
い
て
も
平
気
だ
と
ば
か
り
申
し
ま
す
。」

　

君
の
人
格
を
背
景
に
し
て
之
を
読
ん
だ
時
に
、
私
は
何
と
な
く
ナ
ル
ド
の
香
油
を
イ
エ
ス
の
足
に

ぬ
っ
て
そ
の
香
り
を
家
に
満
た
し
た
マ
リ
ヤ
を
連
想
し
た
。
勿
論
此
の
場
合
に
於
け
る
君
の
薔
薇
に

特
別
の
意
味
が
あ
る
か
ら
で
は
な
い
。
両
者
の
人
格
そ
の
も
の
に
似
か
よ
う
ふ
し
が
あ
る
か
ら
で
あ

る
。

　

君
も
亦
聖
国
に
あ
こ
が
る
る
人
で
あ
っ
た
。
し
か
し
若
し
先
の
小
出
君
の
信
仰
が
特
に
希
望
の
信

仰
で
あ
っ
た
と
す
る
な
ら
ば
、
君
の
は
特
に
貞
潔
の
そ
れ
で
あ
っ
た
と
言
い
た
い
。
小
出
君
が
今
の

滔と
う
と
う々
た
る
現
世
主
義
を
踏
ま
え
て
レ
バ
ノ
ン
の
香
柏
の
如
く
天
を
指
し
た
や
う
に
、
君
は
近
代
の
腐

敗
し
き
っ
た
情
性
を
遙
か
に
見
下
し
て
、
曙あ
け

の
明
星
の
ご
と
く
輝
い
た
。

　

君
の
召
さ
れ
た
後
に
、
母
堂
と
令
弟
と
は
遂
に
イ
エ
ス
を
あ
お
ぐ
生
活
に
入
ら
れ
た
。
一
粒
の
麦

ま
ず
地
に
落
ち
て
実
を
む
す
び
つ
つ
あ
る
事
を
私
は
深
く
感
謝
す
る
。

（
著
６
巻
『
随
想
集
』
416
頁
か
ら
転
載
）

私
が
こ
こ
に
兄
の
想
い
出
を
書
く
こ
と
は
さ
し
ひ
か
え
る
。
次
に
彼
の
日
誌
の
一
片
を
通
し
て
彼
の
心
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魂
と
共
に
新
た
に
主
の
聖
名
を
讃
え
た
い
と
お
も
う
。

〔
文
庫
編
集
者
註：こ
の
文
章
の
次
に
、前
出
の
「
ク
リ
ス
マ
ス
前
後
」「
北
京
へ
の
路
」
の
日
記
が
つ
づ
く
。

な
お
、「
小
池
辰
雄
日
記
」
の
中
か
ら
「
高
島
鴻
子
伯
母
様
」
の
召
天
に
か
か
わ
る
記
事
を
つ
ぎ
に
抜
粋

す
る
。〕

〇〇
１
９
２
４
年
８
月
３
日
（
日
）

晴
。
起
床
６
時
。
冷
水
摩
擦
。
散
歩
。
祈
祷
。
聖
書
、
ロ
ー
マ
書
。
書
簡
。
今
日
は
か
な
り
暑
い
。
温

泉
を
浴
び
ず
に
清
水
を
浴
び
た
。
ブ
ラ
ン
コ
。
海
や
湖
が
懐
か
し
く
あ
る
。
高
島
の
ま
ま
様
、
如
何
と
の

み
案
ぜ
ら
れ
る
。
昨
夜
の
夢
は
何
で
あ
っ
た
か
。
こ
れ
正
夢
に
あ
ら
ざ
ら
ん
こ
と
を
。
而
し
て
之
、
正
夢

に
非
ず
と
の
確
信
あ
る
な
り
で
あ
る
。
そ
れ
こ
の
間
の
夢
を
思
い
て
之
も
ま
た
我
が
心
霊
の
目
覚
め
ん
た

め
な
り
。
…
…

〇〇
１
９
２
４
年
８
月
５
日
（
火
）

晴
暴
風
。
起
床
５
時
半
。
…
…
お
昼
の
御
飯
の
と
き
葉
書
が
来
て
い
た
。
こ
の
葉
書
、
何
の
報
せ
ぞ
。

母
上
よ
り
。
高
島
様
の
伯
母
様
は
遂
に
御
許
に
召
さ
れ
た
と
。
そ
の
意
外
、
そ
の
突
然
、
私
達
の
お
祈
り

は
つ
い
に
聴
か
れ
ざ
り
し
か
。
深
く
主
に
お
た
ず
ね
す
る
。
そ
れ
は
聴
か
れ
ざ
り
し
祈
り
に
し
て
、
最
も

聴
か
れ
た
祈
り
で
あ
っ
た
の
か
我
等
は
知
ら
ね
ど
も
主
の
御
心
に
誤
り
な
し
。
神
の
深
き
御
恵
で
あ
っ
た

の
か
。「

耐
え
忍
び
て
汝
ら
の
生
命
を
全
う
せ
よ
」（
ル
カ
伝
21･

19
）

と
の
御
言
葉
を
よ
く
遵
り
て
、
高
島
鴻
子
伯
母
様
は
御
許
へ
往
か
れ
た
。
救
わ
れ
た
る
伯
母
様
、
こ
の
世

の
旅
路
を
御
心
に
か
な
い
て
終
わ
ら
せ
ら
れ
た
。
ま
ま
様
、
幸
な
る
哉
。
あ
あ
美
し
か
り
し
そ
の
御
生
涯
。

か
の
御
病
気
を
常
に
も
た
れ
て
、
つ
よ
く
し
っ
か
り
歩
ま
れ
し
ま
ま
様
。
今
は
御
心
に
よ
り
て
召
さ
れ
た
。

誠
に
主
は
そ
の
召
し
給
う
と
き
に
於
て
誤
り
給
わ
ざ
り
き
と
信
ず
る
。
ま
ま
様
は
歓
喜
と
感
謝
と
希
望
に

満
ち
て
、
い
さ
ぎ
よ
く
天
国
へ
昇
ら
れ
た
こ
と
と
確
く
信
ず
る
。
今
は
聖
国
に
あ
っ
て
曩
に
召
さ
れ
し
聖

徒
等
と
楽
し
き
面
会
を
し
て
居
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。
政
美
兄
上
も
そ
の
一
人
で
あ
ろ
う
。
御
二
人
は
、
さ

ぞ
永
遠
の
楽
し
き
笑
み
に
つ
き
、
み
物
語
を
し
て
居
ら
れ
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。

ま
ま
様
の
た
め
に
、
讃
美
歌
456
番
「
か
の
時
に
は
我
が
知
ら
る
る
如
く
我
し
ら
ん
」〔
現
489
〕、

「
清
き
岸
辺
に　

や
が
て
つ
き
て　

あ
ま
つ
み
く
に
に　

つ
ひ
に
の
ぼ
ら
ん

そ
の
日
か
ぞ
へ
て　

た
ま
の
み
か
ど
に　

と
も
も
う
か
ら
も　

や
が
て
あ
は
な
ん

や
が
て
あ
は
な
ん　

め
で
に
し
も
の
と　

や
が
て
あ
は
な
ん
。」

を
心
か
ら
歌
い
奉
る
。

そ
れ
か
ら
、
171
番
「
其
子
エ
ス
・
キ
リ
ス
ト
の
血
す
べ
て
罪
よ
り
我
ら
を
潔
む
」〔
現
515
〕、

「
十
字
架
の
血
に　

き
よ
め
ぬ
れ
ば　

来
よ
と
の
御
声
を　

わ
れ
は
き
け
り

主
よ　

わ
れ
は　

い
ま
ぞ
ゆ
く　

十
字
架
の
血
に
て　

き
よ
め
た
ま
へ
。」
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（参考）

を
歌
い
ま
つ
る
。
然
れ
ど
も
然
れ
ど
も
、
我
が
情
は
ま
た
悲
し
み
の
涙
に
咽
ぶ
。

地
の
悲
し
み
と
天
の
歓
び
と
交
々
、
僕
の
胸
裏
に
湧
き
て
、
つ
い
に
勝
を
占
む
る
は
、
基
督
者
の
天
の

歓
び
で
あ
る
。
然
り
、
時
至
ら
ば
我
も
ま
た
で
あ
る
。
基
督
の
再
臨
、
信
者
の
復
活
、
再
会
。
何
た
る
希

望
ぞ
、
何
た
る
歓
び
ぞ
、
何
た
る
恵
ぞ
、
何
た
る
幸
ぞ
、
何
た
る
平
安
ぞ
、
何
た
る
栄
ぞ
。
栄
光
す
べ
て

神
に
在
れ
。
ア
ー
メ
ン
。

基
督
者
の
死
は
、
死
に
し
て
死
に
非
ず
。
天
国
へ
の
門
の
通
過
な
り
。
ま
ま
様
の
愛
の
御
生
涯
の
美
わ

し
か
り
し
よ
。「
天
に
宝
つ
め
る
者
」
は
ま
ま
様
に
て
あ
り
き
。

前
の
日
記
を
く
っ
て
見
る
。
６
月
３
日
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
母
上
様
と
、
中
渋
谷
の
伯
母
様
の
と
こ
ろ

と
藤
井
先
生
の
と
こ
ろ
へ
行
っ
た
。
そ
の
と
き
の
御
は
な
し
。
そ
の
と
き
の
ま
ま
様
の
一
挙
一
動
、
あ
り

あ
り
と
目
前
に
浮
か
ぶ
。
あ
れ
が
こ
の
世
の
最
後
で
あ
っ
た
。
ま
ま
様
の
お
家
は
道
玄
坂
上
で
あ
る
の
に
、

坂
下
ま
で
僕
達
と
一
緒
に
来
ら
れ
て
、
御
親
切
に
お
送
り
下
さ
れ
た
こ
と
を
思
っ
て
は
、
た
だ
た
だ
涙
が

浮
か
ぶ
ば
か
り
で
あ
る
。
い
か
な
る
瞬
間
に
も
愛
の
心
が
溢
れ
て
い
た
。
一
言
一
言
愛
の
ほ
と
ば
し
り
で

あ
っ
た
。
ま
ま
様
の
御
信
仰
と
そ
の
愛
、
純
な
る
基
督
者
。
ね
が
わ
く
は
ま
ま
様
の
霊
、
僕
に
宿
り
給
い

て
僕
を
導
き
給
わ
ん
こ
と
を
。

基
督
者
、
兄
上
の
血
、
岩
瀬
一
民
様
の
血
、
而
し
て
ま
ま
様
の
血
、
そ
の
美
し
さ
、
そ
の
浄
さ
、
そ
の

貴
き
こ
と
、
キ
リ
ス
ト
の
枝
な
る
彼
等
の
血
に
キ
リ
ス
ト
の
血
あ
り
。
熱
愛
の
血
な
り
。
皆
、
僕
達
の
た

め
に
。
僕
の
祈
り
は
悲
し
み
よ
り
感
謝
へ
、
歓
び
へ
、
希
望
へ
と
う
つ
っ
て
行
っ
た
。
…
…

〇〇
１
９
２
４
年
８
月
６
日
（
水
）

…
…
「
母
の
頼
み
ま
つ
る
主
に
と
く
か
え
れ
」
の
讃
美
歌
を
思
い
、
こ
の
世
の
旅
路
終
る
ま
で
母
上
の

た
め
に
献
身
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
母
上
は
、僕
の
母
上
は
特
別
な
母
上
で
あ
る
。
非
凡
な
る
母
上
で
あ
る
。

そ
の
御
奮
闘
を
思
い
見
て
、
ど
う
し
て
安
閑
と
し
て
母
上
に
尽
く
さ
ぬ
に
居
れ
よ
う
か
。
母
上
は
今
失
明

さ
れ
て
居
ら
れ
る
。
こ
れ
ま
た
特
別
な
る
母
上
で
あ
る
。
汝
の
母
上
と
、
亡
き
兄
上
と
、
在
ま
す
兄
上
と

を
よ
く
思
え
。

四
郎
ち
ゃ
ん
か
ら
聞
く
と
こ
ろ
に
依
る
と
、
高
島
鴻
子
伯
母
様
は
１
９
２
４
年
８
月
２
日
午
前
10
時
35

分
に
召
さ
れ
た
と
の
こ
と
。
２
日
、
あ
あ
、
僕
の
夢
は
正
に
２
日
の
晩
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
夢
は
、

つ
い
に
正
夢
、神
の
御
報
せ
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。何
た
る
不
思
議
ぞ
。奇
跡
は
神
の
な
し
給
う
と
こ
ろ
、我
々

の
知
り
能
わ
ざ
る
と
こ
ろ
。
…
…


